       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一

１．分野・単元     歴史的分野　「　つるばみの衣　」

２．単元目標      (１)律令国家成立の国際的な背景を確認する。

　　（隋唐帝国の成立・白村江の敗戦・新羅の統一）

(２)律令国家の成立は、誰にとって利益のあったことなのかを、実際の国家と庶民との関係をつかみながら考える。

３．単元の指導観  律令国家成立はふつう「天皇中心の統一国家をつくる」ためといわれ、その国際的背景については語られることが少ない。また、律令制国家での農民（下層民衆）の暮らしは貧しく苦しいと語られるのみで、事実に即して律令国家の功罪を問い、それがだれのめのものであったのかを問うことが少ない。この単元では、律令国家成立の背景を押さえつつ、それが前代をどう変え、そのことで人々の暮らしの何が変わり、結果として誰にとって利益があったのかを検証してみたい。

４．指導計画

時
課題
生徒の活動

１
大仏の見た物は？（問題の提示）
1奈良時代には大仏の建立や都・国府・国分寺など、大規模な建設工事が全国的に行われたことを知る。

２以上の事実をもとに大仏建設工事に人々はどんな気持ちで参加したかを推理する。

３大仏が後の世まで信仰された事実をもとに再度上の問いを考え、律令国家成立が当時の人にとって幸せをもたらしたのか否かを考える。

２
大王から天皇へ（律令国家制定の目的①－大化改新を例として）
１大化改新は「大和王権」から「律令国家」へと国のしくみを変えようとしているものであることを知る。

２律令国家に変えるとどんなことが良くなるのかを推測する。

３大化改新の目的を考える。

３
聖徳太子のなやみ（律令国家制定の目的②－繰り返される改新）
１大化改新と同じ動きは何回も繰り返されている事実をつかみ、その背景を考え、「豪族」の抵抗の事実をつかむ。

２それがなぜ最終的に律令国家になったのか考え、当時の唐帝国の膨張という危機が背景にあることを知る。

４
律令国家を動かしているのは誰？（貴族・豪族の暮らし）
１律令国家は天皇中心か？（合議制で温存された豪族の力）

２貴族・豪族の特権と豪華なくらし

３豪族たちはなぜ「統一」を受け入れたのか？

５
憂しき世の中（律令制制定と庶民の暮らし①－税の負担）
１貧窮問答歌から当時の農民の生活を知る。

２この貧しさ・苦しさの原因は何だろうと考える。

３実際の税負担の割合などを知り、人々を苦しめた真の原因を探求する

６
鳥になりたい（律令制制定と庶民の暮らし②－改新の詔）
１改新の詔では「薄葬令」により墓の築造で庶民を苦しめない措置がとられていたことを知る。

２なのになぜ良民の暮らしは貧しいままなのか？

３都へ来ての労役や兵役、そして庸・調の運送が新たな負担であったことをつかみ律令国家の「農民」の苦しさの原因を知る。

７
一枝の草・一握りの土－奈良時代の人々の悩み－
１大仏建立の詔に基づき、聖武天皇が大仏を作ろうと考えた理由
を確認する。

２詔の「恩恵が全ての人に行き渡らない」原因は何かを推理する。３奈良時代の人々が何に困っていたかをつかむ。

（天災や疫病・貴族の天皇位争い）

４大仏建立で人々の苦しみは救われるのか？

８
まとめ
１「つるばみの衣は人みなことなしと、聞きし時より着ほましくおもおゆ」の歌の意味を知る。

２このような歌が歌われた背景を考え討論し、律令国家とは誰にとって良いものであったのかをつかむ。（公地公民制すら墾田永年私財法で壊されたことを補足する）

５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解






　社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一
つるばみの衣①　大仏の見たものは？

１．本時の目標     (1)既得の知識を使い，平城京や大仏などの巨大建造物は誰が作ったのかを考え、

　　　　　　　　　　　そのことで、動員された庶民の暮らしはどうなったかを考える。

                   (2)大仏は奈良時代以後の人々にどのように見られていたかを知り、このことを基礎に，奈良時代の庶民の暮らしが本当に苦しかったのかを考える。

２．本時の指導観　　律令制下の庶民の暮らしはとても厳しいものであったといわれているが前代との比較で行われた研究はないに等しい。本時は、焼かれた大仏が人々の信仰を集めていた事実を手がかりにして、民衆＝虐げられた人々というステレオタイプの歴史観を再検討すべきことを提示し、本単元の課題を示したい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

奈良の大仏について考える

だれが働いたのか？

奈良時代の大土木工事は大仏だけか

大仏は人々にどう見られていたのか

再度問いを考える
「大仏を作る目的・指示した人・大仏を作るのに働いた人の数・作るに要した年月」を資料をもとに確認する

既得の知識をもとに「農民」に着目する

既得の知識を使い、大仏以外に、平城京などの都の造営や国分寺などの造営が連続していたことを確認する。

自分の意見をノートに書く

班にして討論する

班の意見を発表する

上の討論をもとに考える

資料から大仏は後の世まで、多くの人に信仰されていたことを知る。

各自の意見をノートに書く

各自の意見を発表する
教科書ｐ４１のの資料を提示

資料集ｐ２２の年表を提示

怨嗟の声⇒大仏にたいする怨念のながれに注目させる

資料①焼け落ちた大仏と大仏の再建を提示

次回以降「律令制成立が人々に幸せをもたらしたのか」を考えることを提示する

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　

社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一
つるばみの衣②　大王から天皇へ

１．本時の目標     (1)「大和王権のしくみ」と「律令国家のしくみ」との違いを知り、変えることでどんな利点があるかを考える。

                   (2)大化の改新の目的を考える。

２．本時の指導観　　律令国家の成立の意味は、対外的には唐王朝の成立と膨張という事態の中で、国をまとめて対抗するという意味があり、これは「連合政権」とでもいうべき「大和国家」にとって、大規模な変革であった。

　　　　　　　　　　本時はその大変革のはじまりである「大化の改新」について、「大和王権のしくみ」「律令国家のしくみ」という二つの国のしくみを比べることを通じて、両者の違いを知り、変えることがどんな利点を生むのかを考え、「大化の改新」のねらいを考えて行きたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

大化の改新の意味

大和王権のしくみ

律令国家のしくみ

大化の改新の目的を考える
資料を見ながら大化の改新の意味をつかむ

図を見ながらその意味を確認する

図を見ながらその意味を確認する

班にして討論し，自分の意見をノートにまとめる

発表する

上の問への討論の結果を踏まえてノートの問いに答えを書く

各自の意見を発表する
大和王権のしくみの図と律令国家のしくみの図を提示しこの変革を図ったのが「大化の改新」であったことを説明。（資料②③を配布）

税の流れと範囲、兵士を徴発できる範囲に注目させる

資料集ｐ26改新の詔を提示

国を一つにする事に眼目があることをつかませる



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


  社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一
つるばみの衣③　聖徳太子のなやみ

１．本時の目標     (1)「天皇中心の国づくり」は長い年月がかかっていることをつかむ。

                   (2)その背景を考え、豪族の対立と、国外の強国の成立とがからみあって「天皇中心の国」となったことをつかむ。

２．本時の指導観　　律令国家の成立までには国内の激しい争いがあった。「連合国家」を「統一国家」に変えることは激しい変革であり、強い反対を招いたからである。

　　　　　　　　　　本時は律令国家成立までの過程をつかむことで、それには長い年月がかかっている事実をもとに、その背景にある豪族の対立をつかみ、それでも大変革を行ったのは、国外における唐・新羅という強国の成立と、弱小国の滅亡という事実があったことをつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

大化の改新の目的の再確認

律令国家ができるまで

いろいろあっても最終的にまとまったのはなぜだろう
ノートの問いに答え大化の改新の意味をつかむ

年表を見て、律令国家ができるまでの過程をつかみ、何度も同じことが繰り返されていることに気づく

自分の意見をノートに書く

班にして討論しノートにまとめる

発表する

各自の意見をノートに書く

各自の意見を発表する
資料④「律令国家」ができるまでを提示

聖徳太子からで100年、大化改新からで50年かかっている事実に注目させる

何度も豪族との対立があったことに着目させる

唐による朝鮮各国の征服の事実に着目させる



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一
つるばみの衣④　律令国家を動かしているのは誰？

１．本時の目標     (1)律令制の政治の行われ方を知り、実際にはだれが決定しているかをつかむ。

                   (2)貴族豪族が普通の人と違う特権をもっていることを知る。

                  （3）以上の知識をもとに豪族が天皇中心の国家作りに従った理由を考える。

２．本時の指導観　　律令国家の成立までには国内の激しい争いがあったにもかかわらず、なぜ統一されたのか。この問いを考えるに日本の律令制の特色、とりわけ「天皇」と「太政官」の関係と言う政治の決定システムの特色を検討する必要がある。

　　　　　　　　　　本時は、政治の重要事項の決定に関して、天皇と太政官との関係を考えることを通じて、律令制が「貴族層による合議」によって運営されていることをつかむ。そしてさらに、貴族・豪族層が庶民層とは違ってとても大きい特権を認められる破格の待遇を受けていたことをつかむ。この二つの事実を基礎として、律令制国家の成立のわけに迫って行きたい。

　　　　　　　　　

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

学習した律令国家の特色を確認

本当に天皇中心か？

貴族・豪族のくらし


ノートの問いに答え律令国家の特色をつかむ

資料の説明を受けながら以下の問いを考え、答えを出す

①天皇が命令を出すとき誰が認めないと出せないか？

②大事なことは誰と誰の意見が一致しないと　決められないか？

資料を見て下の問いを考える

①貴族・豪族が豪華な暮らしができるのは？

発表する

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する
資料⑤「律令制のしくみ」を提示

資料集ｐ２９を提示

①貴族の屋敷の大きさ

②貴族の収入の巨大さ

※現代人の平均収入も三権の長の収入をもはるかに超えるものであることに注目させる

大和国家のしくみを温存したことに注目させる



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   　　　　　指導者  川瀬健一
つるばみの衣⑤　憂しき世の中

１．本時の目標     (1)「貧窮問答歌」をヒントに良民の生活の苦しさの原因を推理する。

                   (2)推理に基づき、税や様々な負担の実態をつかみ、良民の生活の苦しさの原因をつかむ。

２．本時の指導観　　律令国家における良民の生活については、実態を示す資料が少ない。戸籍により「逃亡」の『事実』をも指摘されるが「臣」などの豪族系の姓を持つものが多く、真実であるかは疑わしい。

　　　　　　　　　　本時は、山上憶良の「貧窮問答歌」（これ自身もどこまで真実を描いたのかは問題があるが）を素材として律令国家の良民の生活の実態を推測し、「貧しさ」の原因を考えることを通じて、税などの負担の実際をつかみ、生活の実態に迫らせて行きたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

律令国家の身分制度について

良民の暮らしは？

原因の検証

再度問いに対する答えを考える
教科書をもとにノートの問いに答え律令国家の身分制度の特色をつかむ

資料の説明を受けながら良民の生活の実態を示す部分を確認する

自分の考えをノートに書く

班で討論してまとめる

発表する

教科書でどんな税や負担があったのか確認

①税の性格や量（負担率）を確認する

②負担の性格と内容を確認する

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する


教科書ｐ42を提示

資料⑥「貧窮問答歌」を提示

教科書ｐ４２を提示

資料集ｐ30を提示

○都へ運ぶ「庸・調」と都での労役があることに注目させ、これは良民だけの負担であることをおさえる



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   　　　　　指導者  川瀬健一
つるばみの衣⑥　私は鳥になりたい

１．本時の目標     (1)大化の改新では「民の貧しさの原因は墓づくり」とされ、身分に応じた墓の大きさが定められ、人民の負担を軽くする措置がとられていた事をつかむ。

                   (2)しかしなぜ人民の生活は苦しいのかを考えることで、統一によって新たに増えた負担（調・庸の運搬・都での労役など）が、良民の生活の苦しさの原因であったことをつかむ。

２．本時の指導観　　律令国家における良民の生活については、実態を示す資料が少ないが、大化の改新における「薄葬令」はヒントを与えてくれる。すなわち、人民の貧しさは「むやみに立派な墓をつくる」からであるとして、身分に応じて墓の大きさと築造日数や労働者の数を制限した。しかし、貧窮問答歌に描かれたように苦しいのはなぜか？。

　　　　　　　　　　本時は、この問いを手がかりに、貧しさの原因を考えることを通じて、「統一」によって新たな負担が増えていることに気づかせたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

大化の改新の復習

大化の改心の薄葬令について

律令制になって（統一されて）増えた負担はなにか


ノートの問いにそい、改新の目的を確認する

資料を読み、人民の貧しさの原因を豪華な墓の築造ととらえ、それを廃止していたことをつかむ

自分の考えをノートに書く

班で討論してまとめる

発表する

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する


「統一」だということを押さえる

資料⑦「大化の改新の薄葬令」を提示

※古墳と違いかなり小さいことに着目させる

大規模な墓の築造は禁止されたが「大規模建設そのもの」は続行していることに着目させる

資料⑧労役の負担を提示



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   　　　　　指導者  川瀬健一
つるばみの衣⑦　一枝の草・一握りの土

１．本時の目標     (1)奈良の大仏が作られた背景を考え、天皇と庶民の悩みを知る。

　　　　　　　　　　(２)大仏建立で墾田の私有が認められ公地公民制が崩されていることをつかむ。

２．本時の指導観　　大仏建立は権力基盤の不安定な聖武天皇が自身の保身をかけた一大事業であった。そのため、大仏建立に際しては庶民にも・貴族にも大幅な譲歩がなされ、墾田の私有の容認や「私仏教」の容認など大幅な律令制の改変すら為されていた。

　　　　　　　　　　本時は、大仏建立の詔を手がかりとして、天皇や庶民の悩みをつかみ、大仏建立の過程で、人々に大幅な譲歩（特に土地の私有という律令制の解体につながる譲歩と私得度僧の容認）をしてしまったことをつかませ、律令制とは誰にとって利益あるものであったのかを考えるきっかけとしたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

奈良の大仏は誰が何のために造ったのか？

聖武天皇が大仏を作ろうと思った理由は何か


既得の知識を使い、発願者・聖武天皇やその願いなどを確認する。

詔をよく読み、資料に即して動機を考えるが

各自の考えをノートに書く

班で討論し意見をまとめる

発表する

資料を読み大仏建立のために給料が払われ私財を寄付した貴族には墾田の私有も認められたことを知る

各自の考えをノートに書く

発表する
資料⑨：大仏建立の詔を提示する

「民を救いたい」『自然界も人間界も安泰にしたい』に着目させる。

資料⑩：奈良時代の年表を提示する

貴族の天皇の位をめぐる争い、疫病や飢饉もあったらしいことに注目させる

資料⑪大仏建立の代償を提示

公地公民の原則さえゆるめ貴族に譲歩していることに注目させる



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   　　　　　指導者  川瀬健一
つるばみの衣⑧

１．本時の目標     (１)「つるばみの衣」の歌にこめられた庶民の心を、今までの学習をヒントに推理し、奈良時代の律令国家が庶民にとってどのようなものであったのかを考える。

２．本時の指導観　　奈良時代の庶民の生活はどのようなものであったのか。戸籍などから「多くのものが逃亡した…」と言われているが、資料となる戸籍は豪族層のものが多く、逃亡者総数が村人口を越えてしまうなど、不信な点も多い。

　　　　　　　　　　本時は、万葉集の「つるばみの衣は人みなことなしと、言いし時より、着ほしく思おゆ」の歌にこめられた庶民の心を、今までの律令国家についての学習をもとに推測し、奈良時代の国家が庶民にとってどうのようなものであったのかを考えるに留めたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

奈良時代の身分と負担の確認

歌にこめられた庶民の心を推理しよう


ノートの復習問題をやることで、奈良時代の身分と負担を確認する。

各自の考えをノートに書く

班で討論し意見をまとめる

発表する

各自の考えをノートに書く

発表する
※身分によって負担に違いがあったことを確認する。

資料⑫「庶民の歌」を配布

※「事なし」の事とは何を指しているかが問題なことに着目させる



４本時の評価
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　なぜいろいろ豪族たちの反対があっても最後は「律令制国家」にまとまったのか？�





























　　　　「つるばみの衣」を着たいと思ったのはなぜだろう？





なぜだろう


はなんだろう











聖武天皇が、「民を救い」「自然界も人間界も安泰にしたい」とおもったのはなぜだろう？





なぜだろう


はなんだろう











　　　　　　結局大仏建立で利益があったのはだれだろう？。





なぜだろう


はなんだろう











　　　　律令国家ができたことは庶民にとって幸せだったのか？





なぜだろう


はなんだろう











大規模工事がつづく中、大仏を造るよう命じられた庶民は、どのような気持ちになり、どうすると思いますか？








　「大和王権」から「律令国家」へ国のしくみを変えることで何か良い事があるのか？�





　　　なぜ「大和王権」から「律令国家」への改革は長い年月がかかったのか？�





　大規模な墓の建設が禁止されたのに良民の暮らしが苦しい原因はなんだろう？





良民の暮らしが苦しい原因はなんだろう？








